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研究員の研究概要（平成5,_, 6年度）
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アジアにおける文化交流の研究
く日中・日朝関係の研究〉 0酌E研究班）
浙江と日本
仏僧の往来
藤善真澄
平成6年度「日中・日朝関係の研究」の分担研究
として「仏僧の往来」なるテーマで研究に従事した。
その具体的な内容は日本僧の中国旅行記をとりあげ，
その記事をもとに日本僧達の目を通じて，失われた
中国社会の実情を再現し，あわせて日本人の中国観
を浮彫りにすることである。その成果の一部は5年
度の「典籍の往来」 （大修館より出版予定）につづ
き「仏僧の往来」に結実した。近く大修館より出版
の予定であるが思託，真如，寛建，寂昭等をとりあ
げ，その伝記と歴史的意義を論じた。
また「成尋をめぐる宋の人々」につづき「杭州と
入宋僧」をまとめ，本年3月27日より開催された杭
州大学での国際シンボジウム「江南と日本」におい
て研究発表を行った。これは成尋の『参天台五台山
記』をもとに彼の杭州上陸直前からの記述が中国人
の記録にみえない貴重な資料であることを論証しつ
っ，宋代杭州の民衆生活および都市構造，水運等，
中国史料の誤を補う事実を指摘したものである。
なお，これに継ぐ「入宋僧と天台山」を準備しつ
つあり，今年度の成果の一つになろう。
6年度に計画した五山文学における中国関係記事
は準備段階をおえ，今年度から抽出にかかることに
なり，長期にわたるが完成へ努力するつもりである。
並行して進めつつある『参天台五台山記』の訳注ほ
徐々にではあるが進展しており，研究の深まりを期
している。あわせて「成尋をめぐる宋の人々」のm
をまとめつつあり，これを紀要に発表する予定であ
る。
日本における漠籍の輸入の研究
大庭脩
購入した辞書， (4)林述斎と紅葉山文庫について研究，
そのうち(3)徳川義直の購入辞書を中心に，紀要第27
輯に「日本における中国辞書の輸入」を発表，この
問題を概観した。なお，従来に引きつづき江戸時代
の日中関係史の資料の編輯出版をひきつづき行い，
平成7年度末に『享保の日中関係資料ニ―朱氏三
兄弟集一』（資料集刊4-3),を刊行した。
出土史料による中国史の研究（前年度）。上記研
究成果として『漢簡研究の現状と展望』と題し，漢
簡研究国際シソポジウム '92報告書（平成5年12月
刊）を日中英文で出版， また『居延漢簡索引』（索
引シリース:No,1)を平成6年度に刊行した。
漂着麿船の研究
藪田 貫
漂着唐船研究の一つとして，寛政12(1800)年，
遠州灘（静岡県）に漂着した唐船 05勝号）につい
て， 2年度にわたり史料収集と解読を行なった。史
料については本学図書館所蔵の「寧波船漂着始末
記」をはじめ， 5点の主要史料を収集したが，その
過程で現地の寺田勝彦（福田町），柴田静夫（浅羽
町）両氏と町史編纂室および，掛川市の渥美平次氏
にたいへんお世話になった。当該漂着事件は，漂船
が破船したあと，その廃材を使って橋がかけられ
「唐人橋」と呼ばれ， コンクリート製にかわりなが
らも，今日までその名称が現地で受け継がれていた
ため，現地での関心が強かった。
史料ほ漂着唐船の応接と救助にあたった横須賀藩，
掛川藩，花房氏の大名・旗本のうち，横須賀藩と掛
川藩のものが集まった。前者は漂着から救助，唐人
の長崎回送までを記したもので，後者は漂着から救
助と現地福田港の出発までを28点の絵図で描いたも
のである。解読についてはすべて完了したが，最近，
新しい史料の存在が知られるようになったため，次
年度，現地に収集に赴く予定である。これらを終え
た段階で，本研究ほ，資料集刊の一冊として平成8
年度に刊行の予定である。
江戸時代における輸入漢籍の研究の前史の意味で， なお研究の成果は研究所の平成7年1月例会， tょ
「唐船持渡書研究上のいくつかの話題」（平成6年 らびに杭州大学日本文化研究所で平成7年3月27日
3月15日研究例会報告）について， (1)聖徳太子の漢 ~31日に開催された国際シソボジウム「江南と日
籍輸入， (2)空海等の将来目録と外典， (3)徳川義直の 本」において，それぞれ報告した。
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医者本草家の交流
宮下三郎
江戸時代・日中交渉の出入口だった長崎および中
国浙江省各地（杭州大学を含む）を訪問 (93.9& 
95. 3)し， 資料の収集に努めた。また収集した資
料にもとづき，物と人の両面から実態解明に努めて
いる。長崎貿易の資料を整理し「薬種貿易文書につ
いて」 (94.8)を例会で報告し，紀要に「輸入薬
種荒物の所載資料付品目一覧表」を投稿中である。
また，延享2(1745)年来日した杭州種痘科の李仁
山について，例会に報告し (95.3. 8)杭州大学の
国際シムボジウム「江南と日本」 (95.3. 29)に発
表した。
長崎麿人屋敷の復元的研究
永井規男
平成5年度は長崎唐人屋敷を描いた古地図・古絵
図を集め，「長崎実録大成」などの文献史料と対比
させることによって，唐人屋敷の構成の歴史的変遷
を明らかにすることに努めた。その過程では館内町
と呼ばれている旧唐人屋敷地の実地調査を行い地
形状況や地理的環境を確めている。その成果ほ『日
本建築学会近畿支部研究報告』（平成6年）に「長崎
唐人屋敷の建築的研究ー一古図にみる屋敷地の構成
とその変容」として発表した。平成6年度はさらに
古地図・古絵図の収集につとめ，文献も補充して屋
敷地の建築物の復元とその変遷を追求し，天明4年
(1784)の火災を契機にして，屋敷地全体の構成と
建築物の質的内容が大きく変化すること，具体的に
は中国人街的な性格が獲得されたことを明らかにし
た。また新地蔵についても調査を進め，その構成と
時代的な変化をほぼ明らかにしている。
鹿人屋敷の絵画資料研究
成澤勝嗣
唐人屋敷（唐館）は江戸時代，長崎における対中
国貿易の拠点として，出島オランダ商館と並ぶ重要
施設であった。従来，出島ほどまとまった研究に乏
しいとはいえ，中国貿易の圧倒的優位であった当時
としてみれば，唐館の存在が日本文化に与えた影響
の大きさにほ計り知れぬものがある。その実像を明
らかにするため，全国に残された唐人屋敷の絵画資
料の収集と，分類検討を試みた。
本年度は20例近くを収集し得たに過ぎないが，遺
漏を承知の上でいえば，これらの資料は二つの定型
に集約することができる。その第一ほ唐館内の生活
風俗を主体とするもので， 元禄12年 (1699), 幕命
によって御用絵師・渡辺秀石の作成したものが祖型
になったと推定される。唐館設置直後の景観を伝え
る資料として貴重といえよう。神戸市立博物館蔵・
唐蘭館図巻など遺存例は多く，同一構図が連綿と描
き継がれたことがわかる。
まる ICやく
第二の定型は唐船入港から始まり，丸荷役，精荷
ねぐみ
役，直組に至る交易場面を加えたもので，松浦史料
博物館蔵•長崎日清貿易図巻（三巻）を完存例とす
る。 18世紀後半に新たに成立した定型と推測される。
第一定型の風俗的興味本位を脱し，交易システムに
対する実利的関心の増大してきたことを窺わせる。
第一定型と比較すれば，唐館内の諸建築には整備の
進んだあとが見え，設立後ほぼ1世紀を経た唐館の
景観変遷をたどるための手がかりとなる。
浙江の絵画と日本
山岡泰造
特に明代の浙江絵画の日本への影響を考察した。
明代は，一方で南宋の院体画を範とする宮廷画院の
絵画が確立するが，他方，元代の江浙地方の産業・
商業の盛行によって確立した市民文化の一環として
の文人画が次第に成熟し盛行する。日本に南宋・元
の文化を将来したのほ禅僧であったが，その結果，
禅宗絵画と南宋の院体画が移入された。禅宗絵画は
杭州西湖の六通寺の僧牧硲の画風と，浙江寧波を中
心とする職業的佛画家の画風であり，南宋院体画ほ
徽宗画院の理念を受け継ぐものであった。そしてこ
の内容も着彩画・水墨画・白描画・山水画・人物
画・花鳥画と多岐に亙る。禅宗絵画は鑑賞と同時に
制作の手本となったが，院体画の方は実作の手本と
なるのほ遅く，宋・元が滅びて明代に入ってからで
ある。禅宗は師資相承を重んじ，中国では明代にな
っているのに依然として宋元を手本とした。しかし
実際には，明の宮廷画院の画風を宋元の画風と考え
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て手本とした。そこには宋元画に対する独特な解釈
が生まれると共に，明画に対しても特別な理解を持
つことになり，そこに日本的なものが生まれる素地
があった。一方，禅宗絵画の方は，奥義的意味をも
つものとして比較的忠実に継承された。
院体画の受容は15世紀に入って盛んになるが，そ
れは前述の如く明画を通してのものが多かった。と
ころがその明画すなわち明の宮廷画院の画風も多様
であった。画院の画家の出身地は浙江が多く，浙派
と呼ばれることもあるが，実際は福建・広東をはじ
め各地の出身者がさまざまな画風を示している。そ
の多様性が理解されるのは江戸時代である。明の宮
廷画風すなわち浙派の様式を，南宋・元的な見方に
捉われず，率直に受け入れたのは町衆出身の狩野派
の画家たちであった。その表現主義的・構成主義的
把握が，日本近世絵画の素地を形成するのである。
狩野派の受容の仕方は浙派の特色の大筋をよく捉え
たが，文人画への理解は皆無であった。
資料復元研究支援システムの開発に関する研究
上島紳一
当該年度においては，資料復元研究支援デークペ
ースシステムをワークステーシコソ上に実装した。
本システムは，従来のデークペースのトップダウン
的なスキーマ生成と異なり，半構造化状態でシステ
ムに格納された膨大なデークに対して，段階的かつ
構成的にデークベースのスキーマ構造を生成し，試
行錯誤的にシステムを利用する過程を支援する科学
技術デークペースの代表的な例として位置付けられ
る。
資料デークは，画像やテキストなどの連続オプジ
ェクトから構成され，マーク付けにおけるデータの
部分領域の同定にはアンカーオプジェクトが用いら
れる。また，利用者の分類作業を支援する機構とし
て，アクティプマーカーの概念を導入した。アクテ
ィプマーカーは，デークペースの構造の変更の監視，
利用者のマーク付け操作の監視を行う。実現におい
てほ，アクティプマーカーは，ルール機能を持つア
ンカーオプジェクトとして実現されている。
木簡情報デークペース自体ほ，資料が未整理な段
階では，複数種類の識別番号，出土地，木簡画像，
釈読などの属性群から構成されている。また，この
ような形で格納された各木簡オブジェクト群や，実
行時に定義される部分領域オブジェクト群を柔軟に
分類するために，クラスとは別のカテゴリーと呼ば
れるオブジェクトの階層構造を段階的に定義できる
ようにしている。
更に，利用者が様々な視点に基づいて資料の整理
を行う点に注目し，視点をスキーマに格納する手段
として，視点付き属性を導入した。更に，この視点
付き属性を付加した資料を効率的に操作するための
仮想オブジェクトとして視点付きオブジェクトを定
義した。この視点付きオプジェクトモデルは，デー
クに対する属性名の多様性，属性／属性値の多様性
を表現する概念として，科学技術デークペースにお
いて重要な役割を果たす。
『令集解』所引漠籍の研究
奥村郁三
水本浩典
継年的研究であり，その目指す所と現在の状況を
簡単に述べることとする。
『令集解』は言うまでもなく，「養老令」の注釈
全集のごとき内容を持ち， 859年から868年頃にかけ
て成立した我国古代の輝かしい法的著作物である。
また， 日本古代史や日本古代法制史の専家なら，誰
しも利用するところの古代史の基本文献である。
ただ「令集解」の活用について言えば，現状では
ごく限られた利用に止まらざるを得ないと思われる。
のこことは，井上光貞氏の「日本律令の成立とその
注釈書」（日本思想体系『律令』，岩波書店）におけ
る「令集解」の評価にも現われる（奥村「『令集解』
をめぐって」東西学術研究所所報54)。こうした活
用の限界の根本のもう一つは，現行テキストの不完
全性がある。そのため，文章が極めて難解な上に更
に読みにくくなっている。
以上のような問題を深めなければ，この類稀な史
料を単に制度上の不完全な一「資料」としてしか活
用できない。問題を深める方法は幾つもあろうが，
所引の漢籍の研究は紛れもなく，突破口になるもの
である（『令集解官位令職員令語句索引』奥村跛。
東西学術研究所研究叢刊7)。
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現在の研究状況は細部に渡るため，詳しくは避け
ねばならないが，引用漠籍の原典のつきとめ，その
結果の250「種」（数え方があるが）にも及ぶ漢籍原
典の漢籍テキストの決定，引用漠籍との対校，引用
のされ方等の点検，等が研究の対象であり，全体構
想のほぽ7割の進行中である。同時に，「集解」の
難解な文章の読解に習熟するため，有志の参加と協
力を得て月 1回の定期的な研究会を維持しており，
これらの協力者は我々の上記研究に積極的に「具体
的」援助を行なっている。
宗家文書による日朝関係の研究
?
澄一
昨年度にひきつづき本年度は正徳～享保期の対馬
藩の表書札方，奥書札方，組頭方毎日記から雨森芳
洲に関する史料の収集を行ったが，
①御用人勤仕時代（享保9~1牡p)の雨森芳洲
②芳洲が佐役をつとめた朝鮮方の成立，職務，役員
に調査の主眼をおき作業を進めた。その成果と詳細
についてほ「享保6~14iJ::, 対馬藩の御用人勤仕前
後の雨森芳洲とその周辺」（「関西大学東西学術研究
所紀要」第28輯），「対馬藩の朝鮮方ー創設，職務，
役員等について」（「対馬風土記」第31号），「対馬藩
士の朝鮮使行と扶助について」（「史泉」第31号）な
どによられたいがこれらの論考を通して従来の，雨
森芳洲の朝鮮外交に関する通説と評価に対し根底か
ら訂正を加えた。その 1, 2を以下に記しておく。
まず，芳洲が佐役をつとめた朝鮮方だが通交の故事
先例などを記録にまとめるいわば文書局で外交業務
には直接関係がない。したがって朝鮮方を外交担当
と考え芳洲を藩外交の主宰者などと評した論著があ
るが見当ちがいの誤説なのである。つぎに芳洲が外
交のスペシャリストゆえ参判使都船主などの使行を
重ねたというのも誤まりで対馬藩では経済的な扶助
を目的に藩士を朝鮮への使節に任命し相応の所務
（いわば功労金）を得させていたが芳洲とて例外で
はなく扶助による渡航もあるのである。また御用人
をつとめた芳洲についてほ従来研究がないがその日
常をみると藩主や藩政とのかかわりがもっとも深く
勤仕の実際を明確にできたのほ今後への大きな成果
だと思っている。
く近世・近代日本における中国語〉（言語研究班）
官話の研究
江戸時代の唐話学
井上泰山
江戸時代の唐話学の状況を明らかにするためには
様々な側面からのアプローチが必要と思われる。例
えば，実際に唐話を学んだ人物の特定，その活動領
域と残された業績の調査，学派の盛衰と個人との関
わり，当時の出版文化への影響，等々，追究される
べき課題は多い。そこで，今年度は，文政・天保年
間における遠山荷塘の活動状況を中心に調査を進め
た。具体的作業としては，鹿児島大学附属図書館玉
里文庫所蔵『皐鶴堂批評第一奇書金瓶梅』のマイク
ロフィルムを取りよせ，随所に書き込まれた高階正
巽による語釈・音釈を全面的に検討することによっ
て，遠山荷塘を中心に催されたと思われる金瓶梅講
読会の実態を把握。江戸末期の唐話学のレベルを窺
うための一つの有力な手がかりを得た。これについ
ては，平成5年7月7日の東西学術研究所研究例会
において「江戸期における中国白話小説の解読ー一
高階正巽訳『金瓶梅』をめぐってー」と題して成
果の一部を発表した。また，右の発表内容を軸とし，
当日所員の方々から寄せられた貴重な御意見をも参
考にして，「高階正巽訳『金瓶梅』覚書」の題目の
もとに，拙文を『中国俗文学研究』第11号誌上に掲
載した。
「外国資料」としての官話テキスト
日下恒夫
中国語の外国資料およびいわゆる官話資料につい
ては現在なお資料の収集整理，目録作成など継続
中で，発表段階にいたらない。
科研とも関係する近代日中文化交流史では，中国
人留学生たちの日本語学習のうち，実際の言語に目
を向けた具体的な研究が少ないので，その方面の資
料のうち，留学生たちが日本語文献を一刻も早く目
で読み解くための対照語彙集と思われる『和語奇字
解』と称する資料に注目，現在ー語一語につき検討
中である。
また老舎の言語研究のための基礎的な作業でほ，
『猫城記』『牛天賜伝』『選民』の校合完了。『離婚』
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『酪舵祥子』校合中。なお， 1992年開催の第1回老
舎国際シソボジウムで紹介した「近十年以来日本老
舎研究簡介」とそれ以前の目録『日本における老舎
関係文献目録』 (198牡p)の改訂および増補の作業
ほ今も継続中であるが，研究史としても利用される
ように，個々の文献について内容紹介と解題を作成
中。なお英語版のみ知られている老舎在米中の長編
『ザ・ドラムシンガー』の日本語訳は基本的に完成，
近い将来公刊予定。また日本国内の老舎研究会を毎
年主催， 1994年度ほ台湾の作家林海音を招待。現在
林女史の『城南旧事』を翻訳中。
上海語文法の記述的研究（実際にほ研究の一方で
学習中）も継続中。やほり公にする段階に達するに
はなお数年を要する。「現代上海語の実用的ローマ
字表記法について」の（下）の部分は頓挫している
状態。
研究経過報告
尾崎 寅
I 歴史研究班における「浙江と日本」での「浙江
人の日本留学」について
① 平成6年12月26日から乎成7年1月11日まで
上海と杭州に出張。上海図書館徐家瀧蔵書楼で
『無錫白話報』など，華東師範大学図書館で
『杭州白話報』，復旦大学図書館で『近代中国
工業史資料』，浙江図書館で『紹興公報』など，
個別に所蔵する原本をコビーした。
Iー 1 言語研究班における「官話の研究」での
「『官話指南』漠口語版の可能性について」
① 京話版との比較対照はすでに終了しているが，
方言語彙を書き込んだ人物が字体と墨の濃淡か
ら， 1人だけでなく，数人いたらしい，ところ
まで判明した。
-2 言語研究班における「西洋と東洋の接点と
しての租界」での「中国出版事業」について
① 平成6年度第3回研究例会 (9月28日）で研
究報告。テーマは，「漠訳聖書物語について」
であった。
② 平成6年10月14日，愛知大学豊橋学舎におけ
る近代中国語研究会で研究報告。テーマは，
「『古新聖経問答』と『古新聖経』との関係ー一
ことぼの使い方から」であった。
浙江人の日本留学
内田慶市
言語研究班の分担テーマとして，「近代語と英華
字典」にスボットを当て，中国人の近代文化受容と
言語の関係について検討を行った。
研究成果としてほ，平成5年度は研究例会，及び
泊園記念講座での発表をもとに，《所報第59号》 iこ
「イソップの東遷」，『泊園』第33号に「イソップ
東漸ー宣教師の文化の翻訳の方法をめぐって」とし
てまとめられている。
平成6年度においてほ，引き続き「英華字典」と
近代語の成立についての検討を行った。研究例会で
の口頭発表，又，「中国近代語研究会」を他大学の
中国語学・国語学関係者と組織し，そこでの二度の
ロ頭発表を行った。 その研究成果の一部は， 『関西
大学文学論集70周年記念論文集』に「英華字典の系
譜」として掲載されている。
東西文化交流の研究
く文学・神秘主義の比較研究＞（比較研究班）
比較文学研究
Julien Green研究
前原昌仁
Le Visionnaireではカトリックヘの傾斜と反撥
が入りまじり，異教への没入があるとみなされるが，
Greenの中期の作品は東洋的神秘思想仏教的な
ものへの影響が濃いものである。現実に対する反抗，
ennuiからの逃避，現実否定から空想的な別世界
への希求が描かれた初期の作品に比べればメクフィ
ジックな色調が強くなる一方，東洋的な超然たる悟
の境地の誘引があったことがうかがえる。生い立ち
との関係もあるが，彼の宗教性の幅広い振幅のなか
にあって神秘との直観的なふれあいがみられる。
Greenは39オで再びカトリックに回心することと
なるが，その前後に書き進められた Varounaを
中心にして中期作品を取扱った。 193舷pMinuit Iこ
着手，別の作品 LesPays lointainsを書き出し
中断するが， これが後に Varounaに発展するこ
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ととなる。 1938年に着手し，全体で1年半余りを要
し， 40年2月に完成。序文でもほのめかされている
が，異教的なものとキリスト教的なものが交叉する。
夢の中で現われるとほ云え，輪廻転生，人間の連鎖，
意識されない記憶の痕跡を描き，人間の深層に迫ろ
うとした作品であり，就中，執筆中に作家のカトリ
ックヘの復帰がある，これを中心点として，前後の
作品 Minuit,Si j'etais vous…, Moira, 関連す
る日記 LesAn戒esJaciles, 1926-1934, Derniers 
beaux jours, 1935-1939, Devant la porte som-
bre, 1940-1943等を考察してきた。
Ezra Pound研究
安川 翌
不定期（毎月一回程度）にニズラ・パウソド研究会
を開催し，フェノロサ・パウソド訳『能楽選』を輪読
し，フェノロサ・バウソドの英訳の問題点を究明し
た。その成果は平成6年末に出版された A Guide 
to Ezra Pound and Ernest Fenollosa's Classic 
Noh Theatre of Japan, edited by A. Miyake, S. 
Kodama and N. Teele (The National Poetry Foun-
dation, University of Maine, and The Ezra Pound 
Society of Japan, 1994)に取り入れられている。
また，「エズラ・パウソドと中国」という研究テ
ーマについては，その研究の一環として，平成5年
9月，台中市国楽団の林丹里氏の案内で台中市孔廟
における孔子誕辰釈莫典礼に参列した。 （平成6年
1月21日研究例会で報告）。平成6年10月には，中
国遼寧大学に三週間滞在し，中国におけるパウンド
研究の第一人者苑岳教授とバウソドの中国理解につ
いて共同研究を行った。
委嘱研究員 DesmondEgan氏との共同研究の成
果は別途発表を予定しているが，氏の詩作品につい
ては， その対訳詩選集が，安川翌・和田葉子共編
『折鶴』という表題で乎成7年3月末関西大学出版
部より刊行の予定である。
Oliver Goldsmith研究
坂本 武
「SentimentalComedyとSheStoops to Con-
quer: Goldsmithの Sentimentalismについて」
と題して論考を発表した。その論旨は以下の通りで
ある。
'Sentimentalism'という思潮には， 18世紀英国に
おける，道徳的説教から惑情惑溺の要素へと至る語
義の時代的変化に起因するところの ambivalence
が付随する。この語が18世紀に流行を見た演劇の一
ジャンル， SentimentalComedyとも深く関わるた
め，本研究では先ず，このジャ‘ノルの代表例として
Sir Richard Steeleの TheConscious Lovers 
(1772)を取り上げ，この作品における Sentimen-
talismが，道徳説教趣味，メランコリーの気分によ
る対話，自己犠牲的な美徳，不当に強いられた苦悩
といった特徴をもつものであることを明らかにした。
Goldsmithの場合，その Sentimentalismはむし
ろ SentimentalComedy批判の姿勢によって明ら
かとなる。それを最もよく示すのが "AnEssay on 
the Theatre" (1773)であり，ここで彼ほ， Senti-
mental Comedyにおける「ヒューマー」と「笑い」
の欠如が喜爛全般にとって致命的であると説く。こ
の主張を基に発表したのが， SheStoops to Con-
querであるが， しかし結果的には Sentimental
Comedyの要素を抱え込んでいて十分な批判にな
ってほいない。
しかしこの作品は全体としては， TonyLumpkin 
の性格造型や Epilogueの構造などが示すように
Shakespeare喜劇の方へ向いていると言える。
Goldsmithの主張する Sentimentalismほむしろ
Anti-Senitmentalismと呼ぶぺきものであるが，彼
の演劇論に言う 'LaughingComedy'が， Shake-
speare喜劇への志向性を示すことによって， Gold-
smithの Sentimentalismはその本来的な ambi-
valenceの統合を果たし得ていると言える。これを
本論考の結論とした。
しかし本研究においては， Goldsmithの小説や他
のニッ七イ類，あるいは同時代の他の作家との関連
性において Sentimentalismの思潮を捉えるという
所までには至らなかった。これは，今後の課題とし
なくてはならない。また， GoldsmithのSentimen-
talism / Anti-Sentimentalismの全体を展望する試
みとして，彼の作品の中からこれに関わる文章等を
選び，「ゴールドスミス選集」を編集するという課
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題も継続中である。
神秘主義の研究
大乗起信論とインド仏教
丹治昭義
神秘主義研究分班では，『大乗起信論』を総合的
に解明するために共同研究を行なってきた。しかし，
『起信論』の研究のためには法蔵の『大乗信論義
記』という註釈書が最も重要であり， 単に『起信
論』の研究のみならず，今までの諸研究を批判的に
考察していく上でし同註釈は不可欠である。
この『義記』は従来も『起信論』の研究者たちに
よって参照されてきた。しかし，それは『起信論』
解明に必要な参考資料という意味でしかなく，研究
ほ部分的に留まったようである。そのために，却っ
て『起信論』の解明に混乱を与え，誤解を生じさせ
たと見られる場合も少なくない。我々は平成5・6
年度では『義記』を独立した思想書として研究する
共同研究に着手し，原則的に月 1回の研究会を行
い，読み下しと註を加えることに努めた。
その結果著者である法蔵自身が『起信論』の本
文に対して注釈を加えるに先立って論述した Intro-
ductionに相当する序文の読み下しを終えた。この
序文は法蔵自身の『起信論』観を中国仏教史や思想
史のなかで明確に示したものであり，法蔵の注釈の
態度や意味を理解する上で極めて重要である。
法蔵ほ中国華厳教学の大成者であり，その該博な
知識ほ中国仏教について未知の情報を提供してくれ
る。我々はこの序文を法蔵の主著である『華厳探玄
記』や『華厳五教章』の陳述との比較，検討をすま
せ，また彼が引用した経典や論書の文言は，サンス
クリットやチペット訳のある場合は，それらとの異
同などを調べることによって意味を明確にすること
に努めた。序文の本文，読み下し，註は平成7年度
に紀要に発表する予定である。
大乗起信論と日本仏教
読会（毎月 1回）に参加して，本論の内容について
の理解を深めるとともに，本論に対する研究班全体
の共通の認識を確立することに努めた。『義記』は，
唐の法蔵の撰で，起信論の注釈のうち最も基本的な
ものであるが，輪読会を積み重ねて，将来，詳しい
注釈書を作成する予定である。
2. 個別研究活動
個別研究活動としてほ，「大乗起信論と日本仏教」
を課題として，若干の研究をこころみた。これほ，
『大乗起信論』が日本仏教にどれほど受容され， ど
のような影響を及ぽしたかを研究・考察するもので
あるが，当期には，主として奈良時代におけるそれ
を考察し，その成果の一端は，平成5年1月28~29
日の合宿研究会で，『奈良時代の一乗思想」と題し
て発表した。その論旨を要約すれば，①奈良時代の
仏教界では，起信論ほ唯識学派の異端派において盛
んに読まれたと考えられるが，それがやがて，華厳
学派，天台学派を生み出す契機となったこと。②と
くに最澄ほ，起信論や天台に基づく自己の立脚地を
「一乗」と表詮し，唯識学派の正統派（法相学派）
ときびしく対決した（三一権実論争）。③その結果，
天台学派の最澄の門流では，起信論に基づく「本覚
法門」が熟成され，中世日本仏教の発展に大きな影
響を及ぽした，などの見通しを述べた。
大乗起信論における実在認識論
川崎幸夫
「大乗起信論」は全体の構成が「序分」，「正宗
分」，「流通分」の三部より成り，本論である「正宗
分」は更に「因縁分」，「立義分」，「解釈分」，「修行
信心分」，「勧修利益分」の五分に分たれ，「解釈分」
は更に三つの段に区分されている。本研究の第1期
には「序分」および「因縁分」を対象として「大乗
起信論」述作の動機と仏書としてみた本論の根本性
格を究明することに努め，論文1篇を完成した。第
2期には「立義分」および「解釈分」中の最初の二
段，「顕示正義」と「対治邪執」を主たる対象とし
て，「起信論」が提示している「摩詞桁」すなわち
薗田香融 大乗仏教の根本義を，実在認識論という哲学的見地
1. 共同研究活動 より考察することに努めた。
共同研究活動としては，『大乗起信論義記』の輪 「起信論」に依れば，大乗仏教の中心的教説は
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「衆生心」に集約され，この心ほ一切の「世間法」
と「出世間法」とを兼備している。それ故に衆生心
を「真如相」と「生減因縁相」という二つの観点か
ら考察すれば，諸仏や菩薩の慟きより煩悩に蔽われ
た現実の世界にいたる実在全体の構造が把握される
ことになる。したがって私の課題はあくまで「衆生
心」の本質を理論哲学的観点から考察することであ
るが，まず本論の簡潔にして且つ錯綜せるテクスト
を綿密に分析し，唐代より規準的注釈の地位を保つ
法蔵の『義記』と明代の俊秀たる智旭の「裂網疏」
を参照して文義の適確な把握に努めた。その作業が
一往完了したので，現在は問題の理論的考察に移っ
ており，その成果を平成7年秋には論文としてまと
める見通しを立てているところである。
『大栗起信論』と道元の仏性観・修証観
井上克人
これまで中国初期禅宗の敦煽資料に基づき， とく
え，それらの非ー非異なる消息を閾明し，信を起こ
して真如に目覚める方途を示すのだが， その際に
「本覚」「始覚」が重要なキーワードとなっている。
道元の修証観ほ， しかしそうした『起信論』の「転
迷開悟」的方途を乗り越え， どこまでも「証上の
修」 としての立場に立脚しつつ，「仏性」を未来の
到達すべき可能性としてではなく，端坐参禅の即今
当処，すなわち絶対現在に於いて捉え返し，彼独自
の新しい本覚的立場を標榜したのである。
平成6年， 10月19日（水）に開催された研究例会
では，こうした観点に立って起信論と道元の仏［生観
の関係について発表を行なった。今後は新たに法蔵
の『大乗起信論義記』に見られる華厳経思想， とく
に「真如随縁」の問題と，道元の『正法眼蔵』 「海
印三昧」の巻の華厳経的立場とを対照させながら，
「真如」，「性起」といった問題を考察してゆく予定
である。
に定・慧の関係，体・用の論理に着目しつつ，そこ 法蔵における『起信論義記』撰述の意趣
に見られる『大乗起信論』の受容と変遷を詳細に検 木村宣彰
討してきたが，今回はその研究を基礎に踏まえ，わ 賢首法蔵 (643~712)は，華厳宗の第三祖に数え
が国曹洞禅の開祖，道元禅師の仏性観，修証観に焦 られるが，実質的な華厳教学の大成者である。その
点をしぽり，彼の標榜する「本証妙修」，「修証一 法蔵には『華厳五教章』『華厳経探玄記』『起信論義
等」という本覚門的立場を起信論的思惟と対比しな 記』など二十数部の著述がある。『五教章』『探玄
がら研究を進めてきた。仏教には広く八万四千の法 記』などは直接に華厳教学に関わるものであり，彼
門があると云われるが，畢党するに，それは「転迷 の主要著作であることは言うまでもないが，『起信
開悟」，「転凡入聖」ということに尽きる。ところが 論義記』は法蔵の教学の中で如何なる位置を占める
如来蔵思想に基づく一乗仏教の立場から見れば，一 のであろうか。法蔵の『起信論義記』は， 古来，
切衆生は悉く仏性を有し，本来，如来の智慧徳相を 『起信論』の最良の指南書とされ『起信論』注釈書
具有しているのであって，凡夫がそのまま仏である 中の白眉として絶賛を博している。後世の『起信
という。だとすれば仏道修行の意義はいったいどこ 論』研究においてはほとんど『起信論義記』が拠
にあるのだろうか。道元が叡山参学中に逢着した疑 り所となり，『起信論』を如何に理解すべきかの基
問もそこにあった。それは修と証のくあいだ〉をめ 準を示しているものとされている。それゆえ本書が
ぐる問題であり，仏教の根幹にも関わる一大疑問だ 出現してのち『起信論』そのもの研究よりもむしろ
と云っても過言ではない。つまるところそれは「仏 『起信論義記』の研究が中心となり数多くの復注が
性」を如何に見るかという問に帰着する。 作られた。『起信論』の指南書として『起信論義記』
ところで中国仏教に於いて如来蔵（仏性）の思想 が絶対的な権威を有していたために，あたかも法蔵
の展開上，最大の影響力を持ったのが『大乗起信 自身が『起信論』の正確で客観的な注釈書を造るこ
論』であった。『起信論』の基本的立場は「衆生心」 とを意図して本書を著したかの如くに理解されてい
に着目しつつ，それを自性清浄なる真如の側面と， る。しかし法蔵は如何なる意図をもってこの『起信
客塵煩悩に染汚された随染の側面との二側面から捉 論義記』を撰述したのかという点に関しては必ずし
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も明らかにされてはいない。このことが解明されな
いため『起信論』自体が法蔵の華厳教学の中で如何
なる意義を有するかに関して学者の間で異見が生じ
るのである。
そこで法蔵の『起信論義記』撰述の意趣を明らか
にすることが要求される。『起信論義記』所説の四
宗判などを手がかりにして考えるに，それは玄芙に
よって将来された新訳の三乗仏教に対抗する必要か
ら本書を撰述したことが明らかになる。法蔵が生き
た時代は，新訳の経論によって阿頼耶識縁起説を説
き，五姓各別を主張する三乗仏教が仏教界を圧倒し
ており，この法相宗と旧訳経論によって一性皆成仏
を主張する一乗仏教の諸宗との間で熾烈な論争がた
たかわされていた。その渦中に在った法蔵ほ，この
論争に一つの決着をつけて一乗仏教を完結すること
を緊急焦眉の課題としていた。かかる課題に応えて
出現したのが，如来蔵緑起を説く『起信論』に対す
る注釈書『起信論義記』であった。『起信論義記』に
おいて法蔵ほ，四宗判を説き，二乗の廻心について
委細を尽くし詳論している。これは上述の課題に応
えるための学的な営為であった。ただ法蔵ほ，法相
教学を権教として批判するだけでなく，権教である
からこそ如来蔵縁起へ（さらには事事無擬に）修入
する方便としての意義を認めていることに留意すべ
きである。法蔵ほ『起信論義記』を撰述して法相宗
の三乗仏教を批判する性相決判と共に融会を行なっ
ているのである。このことを見落として『起信論義
記』を単に『起信論』の注釈書としてのみ解すれば，
それは法蔵の意図を離れたものとなるであろう。
く東西文化交渉史の研究〉（文化交渉史研究班）
歴史意識の比較研究
中国近代における歴史意識
河田悌ー
償究経過＞
中国近代に生きた思想家・章洒麟 (1869~1936)
を主たる対象として，中国人の歴史意識に検討を加
えた。その際，章氏とほぼ同時代に生きた日本の思
想家，夏目漱石や内藤湖南との比較をおこない，章
氏の思想の独自性，また共通性を測定した。
さらに19世紀末より20世紀初頭の中国の歴史意識
をさぐるため，隔週に雑誌『新青年』の諸論文を輪
読し，その時代背景，社会のあり方，国際感覚など
の理解を深めた。
なお199咋 6月27日~28日，台北でおこなわれた
国際シソボジウム "InternationalConference on 
The Predicament of Modernization in East Asia" 
に出席，研究発表をおこなった。
く研究成果〉
上記ツソボジウムでの研究発表は日本語に訳して
「東洋と西洋のほざまで一一西欧近代文明・夏目漱
石そして章太炎」と題し『町田三郎教授退官記念・
中国思想史論叢』 (1995年3月刊）に掲載。また清
末民国初の歴史意識についてほ，『アジアの歴史と
文化』第5巻（同朋舎， 199砕三3月刊）に「新時代
の胎動」と題して発表した。
近代ヨーロッパの歴史意識
芝井敬司
近代ヨーロッパの歴史意識を考察する上で重要な
のほ，ヨーロッパ社会の優位を，いつ頃，どのよう
にして意識化し，正当化の理論を形成したかという
点である。 18世紀イギリスの歴史家エドワード・ギ
ボソを事例としてこの点を確認していく作業が，具
体的研究の方法であったが，これまで主としてギポ
ンの伝記的事実の確認を続けてきた。伝記的研究と
しては， P. B. Craddockによる詳細な研究が公刊
されたが，ギボンの家系史的諸事実とギボソのジェ
ントルマソとしての意識，『ローマ帝国衰亡史』に
おける商業の役割についての認識との関連を問うた
研究ほ，未だ十分ではない。
研究成果としてほ，ギボソの祖父で商業で財を築
いたエドワード・ギボソ 1世について，例会発表を
行い（平成5年9月22日）， その概要を『東西学術
研究所所報』 59号に報告した。また，祖父について
は，第62回京大西洋史読書大会（平成6年11月3
日）において，さらに彼の戦費送金に関する細かな
内容の「祖父ニドワード・ギボ‘ノの戦費送金」と題
する発表を行った。一方，曽祖父マシュー・ギボソ
についてほ，「歴史家ニドワード・ギボンの家系と
曽祖父マシュー」と題する論考をまとめ，『文学論
集』に提出した（平成7年3月刊行予定）。この論
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文は，ギボソ家が曽祖父の代から軍需品取引を通し 品製造目的の水車が登場するなど，その時代色は濃
て政府や軍と密接な関係を持っていたことを，大蔵 厚である。
府文書から明らかにするものである。
技術伝播の研究
水車・風車の技術伝播と技術変容
末尾至行
わが国における水車利用の状況の復原には各地方
庁に保蔵される行政文書が極めて有効な資料である。
前期の東北地方の行政文書調査に引続き，今期は群
馬県を対象に，明治中期から昭和戦中期にかけての
公有水面使用願を網羅的に検索し，水車敷設状況の
全貌を明らかにした。
群馬県の資料の残存状況は明治時代はそれ程よく
なく，明治25年から42年にかけて新設水車は併せて
17台を数えるにすぎない。その最たる理由は，単に，
公有水面がらみの水車新設だけが捕捉されたという
条件のほかに，簿冊の紛失・不備による。
次いで大正年間の資料は，大正3年， 5年， 15年
分が失われているが，昭和2年分までにかけてその
保存状態がよい。この期間，公有水面に新設された
水車は626台に達するが， そのうちの約40%(244 
台）は桐生町を中心とする東縁部の山田郡に属して
いる。次いで多いのは約20%(118台）を占める北
西部の吾妻郡である。また，用途別には，兼用（す
べて 2種兼用）水車を0.5台と評価した場合，約55%
に当たる 337.5台は穀類揚挽水車であり，次いで約
40% (259.5台）は繊維糸関係水車である。前者は
県域全般にわたってみられるが，後者は主として山
田郡，特に桐生町に集積している。その他，蒟蒻拇
水車も北甘楽郡下仁田町周辺に11台を数え，木材加
工水車も吾妻郡を中心に10台みられる，そのうちの
一つは長野県南佐久郡の林産物問屋の出願であるが，
出願中にたまたま関東大震災が発生したため，木材
需要の逼迫を見込んでその設置許可を再三催促する
挙に出ている。一方，発電用水車も，村・大字単位
の群小電気会社を主に計8台が新設されている。
昭和戦中期の新設水車は，昭和13年から20年にか
けて計83台を数えるが，大正年間の 1カ年平均約40
台のペースに比べれば約10台と，さすがにその新設
は低調となる。ただ戦争末期ともなれば，木工軍需
手織機（地機・高機）の調査研究
角山幸洋
この研究は一連の手織機の研究で，乎成5, 6年
度にわたって紀要に発表した。地機・高機ほ，いず
れもが中国からの伝来で， 5世紀にいわゆる「今来
手技」の渡来とともに，伝わったものである。この
両者は構造上の違いがあり，地機は麻を織る機とし
て受け入れられたが，もとは織工の腰の位置が低く，
姿勢の点からみて中国南部の少数民族の機である。
高機は，本来，竹を主として製作されたもので，腰
の位置が高く，椅子に腰をかけて座る姿勢からみて
漠民族の使用するもので，絹を織る機として日本へ
伝来したものである。これらの周辺の条件について
は別に検討した。
この日本に現存する機ほ，地機は広く一般に使わ
れたが，高機は西陣を中心に一部の地域に広がりを
もったが，一般に使われるのは，明治になってから
である。そのために日本へ伝来したのち，どのよう
に機台の変遷があったのか，写真では無く，それぞ
れ個別に実測図を作成して，正確な変遷過程をつか
むことにした。このような実測調査は，まだ手がつ
けられていない。
地中海世界の航海案内書
新谷英治
16世紀初頭にオスマン朝海軍指揮官の一人ビーリ
ー・ライースが著した『キタープ・バフリニ』（『海
洋の書』）は，地中海全域を200余りの地域に分割し
た上で，オスマ‘ノ・トルコ語の説明文に大縮尺の地
図を添えて解説した航海案内書である。そこには地
中海に関わる地理的情報，航海技術に関する情報が
ふんだんに盛り込まれているが，それらの情報は著
者ピーリー・ライースの個人的経験，知識のみに基
づくと考えるべきではなかろう。むしろ地中海世界
各地では古くから，地中海の地理的・空間的認識の
拡大・深化，航海技術の開発・改良，さらには各種
航海案内書の作成•利用の営みがあったのであり，
そのような技術的，知的蓄積が『キタープ・バフリ
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二』に反映していると考えられる。
そこで本研究年度においては，『キクープ・バフ
リニ』を子細に分析検討し，地中海世界に関わる先
行の地理書，航海案内書，海図などと比較検討する
ことにより，地中海世界東西の技術・知識伝播の実
相を明らかにしようと試みた。具体的には，『キク
ープ・バフリニ』研究の現状に鑑みて，まず基礎的
作業として『キクープ・バフリエ』各種写本の比較
検討及びそれに基づく訳注作成を行い，内容の検
討も併せて進めた。また末尾至行研究員他この分野
に造詣の深い地理学研究者の協力を得て研究会を開
き，第1年度には地中海世界に特徴的な海図，水路
誌であるボルトラーノをさらに第2年度にはビー
リー・ライースが作成した2葉の世界地図（いずれ
も断片のみ現存）を検討することができた。この研
究会により『キクープ・バフリニ』と関係文献との
比較検討作業が格段に進捗した。『キクープ・バフ
リニ』研究の成果の一部を19931j:.12月の研究所研
究例会で報告し，その要旨は『所報』第59号 (1994
年10月）に掲載されている。
